








要約 婦人労働の妊娠・出産・育児に対する影響は、産業革命以来、ざまざまな形で論じ

られて来たが、わが国を含めて先進国においては、就業条件の改善により、目に見える悪

影響は減少したように見える。そこで勤労婦人の周産期の生活・心理状態・あるいは夫の

長期入院にともなう影響などにつき、母子保健的見地より検討した。 

女性の勤労が母子保健に及ぼすネガティヴな影響は、過去に比して飛躍的に減少したとい

えようが・心理的不安が家庭婦人に比し多くみられ、育児上の身体的、経済的負担が大き

く、母子保健行動に問題があるなどが明らかになった。また、夫の長期入院のために、経

済的理由で働かざるを得ない女性については、育児上の問題が推測され、福祉上の対策が

望まれる。 


